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交付対象経
費

国のR4予算
分（交付限
度額①、
②、③）

国のR4予算
分（交付限
度額④）

Ｂ３'
国のR4予算
分（交付限
度額⑤）

Ｂ３''
国のR4予算
分（交付限
度額⑥）

Ｂ４’
国のR4予算
分（交付限
度額⑦、
⑧）

Ｂ４’’
国のR4予算
分（交付限
度額⑨、
⑩）

国庫補助額

その他
（一般財源や
補助対象外経

費等）

合計 185,388 181,886 105 0 0 98,065 81,810 1,906 0 3,502

本
体
分

1 R4 単 ○ ○

原油価格・
物価高騰等
対策支援給
付金支給事
業【低所得
者世帯給付
金】

－ ○ ○

④-Ⅳ．コロナ禍におい
て物価高騰等に直面す
る生活困窮者等への支

援

○ － 81,810 81,810 81,810

①コロナ禍においてエネルギー・食糧品等の物価高騰の影響により負
担増が続く中、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税
世帯等）に原油価格・物価高騰等支援給付金（現金）を支給し、負担軽
減を図るもの。
②原油価格・物価高騰等支援給付金
③原油価格・物価高騰等支援給付金30千円×2,727世帯＝81,810千円
④低所得世帯（R5年度分の住民税非課税世帯等2,727世帯） － － ○ － R5.7 R5.12 交付対象者への支給

率90％以上
対象者に通知および広
報等で広く知らせる

R5補正（地）

事
務
費

2 R4 単 ○ ○

原油価格・
物価高騰等
対策支援給
付金支給事
業（事務
費）

－ ○ ○

④-Ⅳ．コロナ禍におい
て物価高騰等に直面す
る生活困窮者等への支

援

○ － 1,906 1,906 1,906

①コロナ禍においてエネルギー・食糧品等の物価高騰の影響により負
担増が続く中、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税
世帯等）に原油価格・物価高騰等支援給付金（現金）を支給し、負担軽
減を図るにあたって必要な事務経費。
②消耗品費、役務費
③消耗品費55千円、印刷製本費163千円、役務費（郵便料1,340千円、
手数料348千円）
④低所得世帯（R5年度分の住民税非課税世帯等2,727世帯）

－ － ○ － R5.7 R5.12 交付対象者への支給
率90％以上

対象者に通知および広
報等で広く知らせる

R5補正（地）
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係
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6

7

8 R4 単 ○ －
地域消費喚
起緊急支援
事業

－ ○ ○

④-Ⅳ．コロナ禍におい
て物価高騰等に直面す
る生活困窮者等への支

援

○
③消費下支え等
を通じた生活者

支援
66,000 66,000 66,000 0

①コロナ禍においてエネルギー、食料品等の物価高騰の影響が市民生
活に及んでいることから、物価高騰に伴う市民の経済的な負担軽減を
図るとともに消費を下支えするもの。
②補助金(商品券の割増分と事務費）
③積算根拠
(1)事業費2億6千万円×3/13＝6,000万円（商品券3割増分）
(2)事務費600万円
(1)+(2)＝6.600万円
事業費内訳：商品券1セット13,000円 × 20,000セット＝2億6,000万円
事務費内訳：事務費（商品券印刷、広告宣伝、その他事務）680万円
各補助率：事業費3/13（商品券割増分）、事務費10/10（600万円上限）
④角田市商工会・生活者等

－ － － － R5.7 R6.2

・商品券の換金率99％
以上
（商品券の換金率99％
以上を達成することで、
市民の消費行動に係る
経済的負担の軽減を図
る）

広報紙、ホームペー
ジ、折込チラシ

R5補正（地）

9 R4 単 ○ －
畜産業飼料
価格高騰対
策支援事業

－ ○ ○

④-Ⅳ．コロナ禍におい
て物価高騰等に直面す
る生活困窮者等への支

援

○
⑥農林水産業に
おける物価高騰

対策支援
30,200 30,199 30,199 1

①コロナ禍において円安等の社会情勢の影響により、畜産業の生産費
の大部分を占める飼料価格の高騰が続いており、畜産農家の経営継続
が困難になり得るほど多大な影響が出ていることから、飼料の購入に要
する経費の一部を助成し、畜産経営の維持を図るもの。
②補助金
③乳用牛：18,000円×　 407頭＝  7,326,000円
　 肉用牛：　6,000円× 2,836頭＝17,016,000円
　 豚　　　：　1,000円× 1,432頭＝ 1,432,000円
　 家禽　 ：　　  60円×73,759羽＝4,425,540円
　合計30,199,540円≒30,200,000円
　※その他の財源　一般財源：1千円充当
④畜産経営者　56件

－ － － － R5.9 R6.2
交付対象者（畜産経営
者56件）への支給率
90％以上

対象者に通知および
ホームページ等で広く
知らせる

R5補正（地）

10 R4 単 ○ －

学校給食費
負担軽減事
業
（重点交付金
分）

－ ○ ○

④-Ⅳ．コロナ禍におい
て物価高騰等に直面す
る生活困窮者等への支

援

○

②エネルギー・食
料品価格等の物
価高騰に伴う子
育て世帯支援

5,367 1,866 1,866 3,501

①コロナ禍におけるエネルギー、食料品等の物価高騰に伴う子育て支
援策として、学校給食費の一部を市で負担することにより小中学生の保
護者の経済的な負担軽減を図るもの。
②物価高騰による学校給食費引上げ分の食材料費（児童生徒分）
③積算根拠
　(1)小学生　　　　　　　30円×1,067名×97回＝3,104,970円
　(2)中学校１，２年生　36円×　449名×97回＝1,567,908円
　(3)中学校３年生　　　36円×　258名×86回＝　798,768円
　(1)+(2)+(3)＝5,471,646円≒5，472千円
　※うち重点交付金分1，866千円
　※その他の財源　一般財源　3,501千円充当
④角田市の設置する小学校及び中学校に在学する児童生徒の保護者

－ － － － R5.9 R6.2

・児童生徒1,774名（児
童1,067名＋生徒707
名）分の学校給食費引
上げ分の負担（学校給
食費引上げ分の保護
者負担軽減）

保護者への通知、ホー
ムページ等

R5補正（地）

11 R4 単 ○ －

学校給食費
負担軽減事
業（通常交付
金分）

○ － ○

④-Ⅳ．コロナ禍におい
て物価高騰等に直面す
る生活困窮者等への支

援

○ － 105 105 105

①コロナ禍におけるエネルギー、食料品等の物価高騰に伴う子育て支
援策として、学校給食費の一部を市で負担することにより小中学生の保
護者の経済的な負担軽減を図るもの。
②物価高騰による学校給食費引上げ分の食材料費（児童生徒分）
③積算根拠
　(1)小学生　　　　　　　30円×1,067名×97回＝3,104,970円
　(2)中学校１，２年生　36円×　449名×97回＝1,567,908円
　(3)中学校３年生　　　36円×　258名×86回＝　798,768円
　(1)+(2)+(3)＝5,471,646円≒5，472千円
　※うち通常交付金分105千円
④角田市の設置する小学校及び中学校に在学する児童生徒の保護者

－ － － － R5.9 R6.2

・児童生徒1,774名（児
童1,067名＋生徒707
名）分の学校給食費引
上げ分の負担（学校給
食費引上げ分の保護
者負担軽減）

保護者への通知、ホー
ムページ等

R5補正（地）
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予算区分
低所得世
帯支援枠
を活用す
る事業

通
常
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付
金

重
点
交
付
金

経済対策との関係

⑨を選択した
場合、より効
果があると考
える理由

総事業費

Ｂ Ｃ Ｄ

事業
始期

事業
終期

成果目標（可能な限
り定量的指標を設

定）

地域住民への周知方
法（HP,広報紙など）

種類

事業の概要(①②③④を必ずそれぞれの項目毎に明記)
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

検査促進枠
の地方負担
分に充当

特定事業者
等支援

個人を対象
とした給付

金等
基金

Ｂ３ Ｂ４

Ｎｏ

国
の
予
算
年
度

補
助
・
単
独

コロナ禍
において
原油価
格・物価
高騰等に
直面する
生活者や
事業者に
対する支

援

交付対象事
業の名称

所
管

交付金の区分

コロナ感染
症への対応
として必要
な事業

対象外経
費に臨時
交付金を
充当して
いない

★令和５年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画


